
〔７〕平成18年７月１日・広報くずまき

土谷川の
希少動植物

いわてレッドデータブックの区分
（県内で絶滅の危険がある野生生物を掲載）

岩手Ａランク

●クロビイタヤ

（カエデ科の落葉高木）

岩手Ａランク

●ハナヒョウタンボク

（スイカズラ科の落葉低木）

岩手Ｂランク

●サクラソウ

（サクラソウ科、花はピンク
色、5月下旬から6月初旬）

岩手Ｃランク

●ノダイオウ

（タデ科、草丈１㍍以上の大
型野草、写真は花部分）

岩手Ｃランク

●スナヤツメ

（ヤツメウナギ科、１対の眼
と7対のえら穴がある）

岩手Ｂランク

●フクジュソウ

（キンポウゲ科、花は黄色）

岩手Ｃランク

●ヒメザゼンソウ

（サトイモ科、仏炎苞は紫褐色）

岩手Ｃランク

●カワシンジュガイ

（カワシンジュガイ科）

希
少
動
植
物
と
共
存
す
る
川
づ
く
り

の
取
り
組
み
は
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
群
落

や
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
の
存
在
を
小
屋

瀬
中
学
校
か
ら
告
げ
ら
れ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
町
は
、
専
門
家
に
よ

る
希
少
動
植
物
対
策
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
実
態
を
調
査
し
、
保
全
に

向
け
て
検
討
し
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
平
成
九
年
か
ら
「
環
境

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
ー
」
を
設
定
し
、
動

植
物
の
調
査
や
希
少
種
の
保
護
活
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
地
元
の

良
さ
を
認
識
し
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い

か
ら
、
斎
藤
せ
い
子
教
諭
（
現
盛
岡
市

城
西
中
学
校
勤
務
）
が
率
先
し
、
生
徒

と
と
も
に
学
区
内
の
動
植
物
の
調
査
も

続
け
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
に
は
希

少
生
物
を
確
認
。
成
果

も
少
し
ず
つ
上
が
り
、

平
成
十
四
年
は
活
動
の

成
果
を
ま
と
め
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
ま

し
た
。
収
集
し
た
デ
ー

タ
も
基
に
な
り
、
土
谷

川
の
自
然
保
護
活
動
に
携
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

生
物
の
保
護
で
は
、
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ

ガ
イ
の
採
取
と
上
流
部
へ
の
仮
移
植
。

植
物
の
保
護
で
は
、
工
事
区
域
か
ら
す

べ
て
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

を
群
落
地
へ
移
植
。
サ
ク
ラ
ソ
ウ
群
落

地
な
ど
の
定
期
的
な
下
刈
り
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

希
少
種
の
保
護
活
動
の
大
き
な
原
動

力
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
平
成
十
七
年
五
月
、（
社
）
日
本

河
川
協
会
か
ら
「
河
川
功
労
者
表
彰
」、

同
年
六
月
は
全
国
防
災
協
会
か
ら
「
災

害
復
旧
事
業
者
功
労
賞
」
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
四
月
に
は

「
自
然
環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
」

（
環
境
づ
く
り
・
み
ど
り
部
門
）
に
輝

い
て
い
ま
す
。

貴
重
な
保
全
ゾ
ー
ン

土
谷
川
の
河
川
改
修
の
特
徴
は
、
希

少
動
植
物
の
保
全
ゾ
ー
ン
を
設
け
て
い

る
こ
と
で
す
。
元
木
か
ら
廻
立
集
落
ま

で
の
間
に
五
カ
所
あ
り
、
周
辺
は
そ
の

ま
ま
の
自
然
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

希
少
種
の
に
は
い
わ
て
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
の
Ａ
ラ
ン
ク
に
区
分
さ
れ
て
い
る

「
ハ
ナ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
」「
ク
ロ
ビ
イ

タ
ヤ
」
の
木
も
あ
り
ま
す
。

野
生
の
動
植
物
は
、
互
い
に
影
響
し

合
い
、
生
態
系
を
形
成
し
て
い
る
こ
と

か
ら
希
少
種
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、

生
存
基
盤
全
体
を
保
全
す
る
こ
と
が
大

切
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
生
が
先
導

動
植
物
の
保
護
活
動

保護のため、サクラソウを
群落地に移動させる中学生

(平成14年)

希少動植物の調査状況
（平成17年11月１日現在）

区分 名　　　称 調査数
植物 ハナヒョウタンボク 132

クロビイタヤ 167
ノダイオウ 14

生物 カワシンジュガイ 8,832
スナヤツメ 737

＊請負業者が各施工地(16工区)を調査
＊ハナヒョウタンボクは１株を１本と数え
ている。
＊カワシンジュガイは、小屋瀬中環境ボラ
ンティアが採取したもの(6,402個)を含む。

広報くずまき・平成18年７月１日〔６〕

地域の自然に詳しくなろう！地域の自然に詳しくなろう！
小屋瀬中環境ボランティア活動
小屋瀬中学校（吉田幸雄校長、生徒37人）恒

例の環境ボランティアデーは６月15日、生徒37
人と先生が５班に分かれ、小屋瀬学区内の希少
動植物の分布を調べました。５月31日の全体会
に始まり、７月14日の報告会まで延べ10日間に
わたり活動しています。
小屋瀬地区は「新しい場所を発見し、自分た

ちの住んでいる地域の自然に詳しくなろう」を
目標に掲げ、山形川でカワシンジュガイの調査
などを行いました。

貝の大きさや重さを計りながら
川の中をくまなく調査する生徒

「
小
屋
瀬
の
自
然
は
、
町
の
宝
物
」

小
屋
瀬
中
生
徒
会
長
の
林
亜
里
沙
さ
ん

（
三
年
）の
意
欲
に
満
ち
た
発
表
が
「
準

用
河
川
土
谷
川
河
川
等
災
害
関
連
事
業

竣
工
式
」
の
会
場
に
響
き
ま
し
た
。

昨
年
、
八
千
個
に
及
ぶ
カ
ワ
シ
ン
ジ

ュ
ガ
イ
を
川
に
戻
す
と
き
、
移
植
地
に

い
た
と
き
よ
り
輝
い
て
見
え
た
こ
と
、

小
屋
瀬
の
自
然
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か

っ
た
自
分
が
「
自
然
を
守
り
た
い
」
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
精
一
杯
頑
張
っ
て

き
た
こ
と
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
今
度

は
、
後
輩
に
伝
え
て
い
き
た
い
こ
と
な

ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
は
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
、
だ
れ
も
が
事
業
の
成

功
と
意
義
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

事
業
を
担
当
し
た
和
野
一
男
建
設
水

道
課
長
補
佐
は
「
地
域
と
学
校
、
行
政

が
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
全
国
的

に
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
町
の
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
自
分
が
住
ん
で

い
る
地
域
を
誇
り
に
思
い
、
自
然
や
保

護
活
動
の
大
切
さ
を
体
験
し
、
活
動
を

続
け
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
一
番
大
き

な
収
穫
」
と
事
業
を
振
り
返
り
ま
す
。

こ
の
事
業
に
関
わ
り
、
身
近
に
あ
る

素
晴
ら
し
い
自
然
を
改
め
て
実
感
し
た

人
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

土
谷
育
造
さ
ん
（
73
・
元
木
）
も
そ
の

一
人
。「
私
自
身
も
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
と

ク
リ
ン
ソ
ウ
を
間
違
え
て
覚
え
て
い
ま

し
た
。
河
川
工
事
が
あ
っ
て
、
先
生
方

か
ら
話
を
聴
き
、
草
刈
り
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
ず
い
ぶ
ん
サ
ク
ラ
ソ
ウ
も

増
え
ま
し
た
よ
。
保
護
し
て
い
く
た
め

に
は
、そ
れ
が
貴
重
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ま
ず
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
じ
て
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
保
存
の
気
運
を
高
め
て
後
世
に

大
事
に
残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
自
然
と
と
も
に
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
自
然
の
価
値
は
そ
こ
に
住

む
人
た
ち
が
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
清
流
を
未
来
へ

と
引
き
継
ぎ
、
い
つ
の
時
代
も
、
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
も
て
る
町
で

あ
り
た
い
も
の
で
す
。

地
域
を
誇
り
に

未
来
へ
つ
な
ぐ
自
然

移植したハナヒョウタンボク
の木を案内する土谷育造さん


